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研究成果の概要：  
 我々は正常眼圧緑内障の多い本邦に於いて、緑内障治療の指針となる目標眼圧値を検出した。 
視野進行判定プログラムを用い、トレンド解析とイベント解析を比較した。また、新しい乳頭
解析プログラム開発の可能性を示した。二プラジロールが、神経保護作用を有することを証明
した。さらに、従来の術式と比較し、より定量性のある新しい手術治療の可能性としての
Ex-press implant や、難治性緑内障に対する新しい術式であるインプラント手術の可能性につ
いて多義に亘り研究し報告した。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 1,900,000 0 1,900,000 

2007 年度 1,200,000 0 1,200,000 

2008 年度 400,000 120,000 520,000 

年度  

  年度  

総 計 3,500,000 120,000 3,620,000 

 
 
研究分野：医歯薬学 
科研費の分科・細目：外科系臨床医学・眼科学 
キーワード：眼科学 
 
１． 研究開始当初の背景 
 

緑内障は、進行性視神経萎縮、およびそ

れに一致した視野障害を特徴とする疾患で

あり、本邦における失明原因の第二位を占め

ている。現在のところ、眼圧がその発症及び

進行に重要な役割を担っていることは、EBM

として唯一認識されている。そのため、薬物

および手術療法による眼圧下降が緑内障治

療の根幹となる。 

 
２．研究の目的 
 

近年、欧米を中心に Target Pressure(目標

眼圧)の概念が提唱されている。すなわち、

治療の開始時に、緑内障の進行を停止させう



ると見込まれる程度の眼圧値を設定し、その

目標値まで眼圧を下降させ、経過を観察する。

もし、進行の兆しが出現した場合、目標眼圧

値を再設定し、さらに追加治療を行うという

ものである。しかしながら、本邦においては、

原発開放隅角緑内障の 93%が、眼圧値が統計

学的に正常人と大差のない正常眼圧緑内障

であるため、米国で提唱されている目標眼圧

の設定基準そのものが当てはまらない可能

性が大きい。日本人における目標眼圧を設定

する必要がある。 

また、緑内障の微細な進行を、時期を逸す

ることなく正確に検出することは、目標眼圧

の再設定や、治療方針の変更、患者の視機能

障害の進行を最小限に抑えるという意味に

おいて必須である。我々は、新しい視野進行

解 析 プ ロ グ ラ ム (linear regression 

analysis)をもちいて、従来の進行検出法と

比較し、より正確な検出が可能か否かを検討

し、最良の視野判定プログラムの作成を試み

る。 

さらに、臨床においては、薬物、レーザー

治療においても、十分な眼圧下降を得られな

い症例には、線維柱帯切除術が広く行われて

いるが、この手術が不成功となった症例や、

線維柱帯切除術の成功率が低いとされる、血

管新生緑内障、ぶどう膜炎による続発緑内障、

小児の緑内障などに対して、次に来るべき治

療法が、本邦においては、未だ確立されてい

ないのが実情である。一方、米国では、こう

した症例に対して、濾過装置のインプラント

が、試みられはじめている。難治性の緑内障

患者の視機能を保持するために、こうしたイ

ンプラント手術の導入及び治療効果の検討

は必須である。 

 
３．研究の方法 
(1)目標眼圧設定の研究 

静的視野計による視野測定、及び、圧平眼

圧形を用いた眼圧測定が 5 回以上施行され、

かつ、2 年以上の経過観察において進行が確

認され、手術治療が必要と判断された緑内障

患者において、手術後の眼圧値と緑内障性神

経症の安定性の関係を調査する。 

 

(2) 新しい視野解析プログラムの研究 

過去に測定した緑内障患者（100 例以上）

の連続視野結果をコンピューターに入力し、

現在米国及び欧州で提唱されている視野の

進行分類に準じて、スコアリングを行う。さ

らに、新しい視野解析プログラムにより同一

連続視野を解析し、一致率や、どの進行基準

が最も早期の変化を検出可能かについて検

討する。 

 

(3) インプラントの研究 

線維柱帯切除術の効果が認められず、失明

の危機にある同意を得られた難治性緑内障

患者に対して、プロスペクティブにのインプ

ラント手術を行い、術後の経過を観察する。 

 
４．研究成果 

眼圧上昇が緑内障の病態を悪化させる危険

因子であることは古くから知られていたこと

であるが、特に正常眼圧緑内障(NTG)の多い

日本人にとっては、進行抑制のためにどの程

度の眼圧下降が必要であるかについては不明

な点が多い。そこで、150人のNTG患者の手

術予後について既存の視野進行判定および新

しい視野プログラム(トレンド解析、イベント

解析)を用いて解析し、進行性のNTGに対して

は眼圧値の30％下降、あるいは10mmHg程度

に維持することが最も長期予後を改善させる

ことを明らかにし、本邦緑内障手術治療時に

おける具体的な目標眼圧値を算出した（本研

究は学会で発表済み。論文投稿中）。 

緑内障は不可逆的な視神経萎縮を引き起こ

すため、将来にわたる有効な視機能保持のた



めには早期発見、早期治療が望まれる。我々

は、新しい視神経解析プログラムを開発する

目的で、ステレオ撮影した視神経乳頭写真か

ら得られた視神経乳頭陥凹をコンピュータ解

析し、従来用いられているHRT(Heidelberg 

Retina Tomograph)と比較した。その結果、

両者は同程度の検出能力を示した。我々は、

これを論文にて報告し、有効で新しい乳頭解

析プログラム開発の可能性を示した(英文論

文掲載) 

現在科学的に検証されている緑内障治療は

、眼圧下降のみである。そのため、治療に際

し、目標眼圧を設定し、点眼薬や手術による

眼圧下降を行う。しかしながら、緑内障の本

体は視神経萎縮であり、視神経に直接保護的

に働く薬物の開発が望まれる。我々は、マウ

スの視神経挫滅モデルを用い、緑内障治療薬

の一つであるニプラジロールが、神経保護作

用を有するか否か実験を行った。この結果、

ニプラジロール投与群は、対照群と比較し有

意に網膜神経節細胞の生存が多く、神経保護

作用を有することを証明し論文で報告した（

英文雑誌掲載）。 

結膜瘢痕例や、数回の線維柱帯切除術失敗

例などの難治性緑内障に対する治療手段と

して、日本では毛様体破壊術が行われるが、

眼球勞などの重大な合併症があり、視力良好

例では行いにくいのが現状である。そこで、

難治性緑内障に対する治療として、インプラ

ント装置 Ahmed Glaucoma Valve (以下

AGV)を用い、従来型のポリプロピレン製

AGV(以下 P-AGV)とシリコン製の新しい

AGV(以下 S-AGV)の手術成績を前向きに比

較検討し、世界で最初に prospective に報告

した。S-AGV 群で、術後眼圧下降、手術成功

率、合併症の発生率において良好な結果が得

られた。本研究結果により、インプラント手

術の難治性緑内障治療に対する有効性を示

すとともに、インプラント素材が、手術成績

に影響を与えることを臨床的に証明した（英

文雑誌掲載）。 

現在主流の緑内障手術法である線維柱帯

切除術は、房水の流量が不定であり、術後早

期の低眼圧等の合併症が起きやすく、その定

量性に問題があるといわれている。これに対

し、定量性のある濾過手術を確立するため、

ステンレス製の tube を強膜下(Ex－press)に

埋め込み一定量の濾過量を得ることができ

る新しい手術法を試み、従来と同程度の眼圧

下降を得ながら有意な合併症の削減を得ら

れる可能性を報告した（英文雑誌掲載）。 

硝子体術後のシリコンオイル挿入眼に伴う

緑内障は難知性で、現在日本で広く行われて

いる緑内障手術である線維柱帯切除術が無効

な例が多く治療に苦慮する。重症な網膜疾患

を有するためシリコンオイルを温存したまま

インプラント手術を行った多数例と、シリコ

ンオイルの存在しない難知性緑内障の多数症

例に対して行ったインプラント手術成績を比

較し検討した。両者とも、以前まで行われて

いた治療法と比較し良好な成績を得ることが

できたが、多変量解析からシリコンオイルの

存在自体が予後不良であることを検出し報告

した（英文雑誌掲載）。 
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